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万
年
青 

（
百
合〈
ゆ
り
〉科
）

　

原
産
地
は
日
本
と
も
中
国
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
た
く
さ
ん
栽
培
さ
れ
、
現

在
は
約
１
０
０
０
品
種
。
四
季
を
通
じ
て
葉
が
緑
で
あ
る
の
で
「
万
年
青
」
と
書
い
て
オ
モ
ト

と
名
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

万
年
青
は
、
縁
起
物
と
し
て
の
扱
わ
れ
る
場
合
が
多
い
の
が
特
長
で
す
。
年
中
、
青
い
の
で

こ
れ
が
あ
る
と
「
万
年
も
家
が
栄
え
る
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
引
越
し
の
と
き
、
最
初
の
荷

物
と
し
て
万
年
青
を
運
び
込
む
習
慣
は
、
徳
川
家
康
が
江
戸
城
に
到
着
後
、
真
っ
先
に
万
年
青

3
株
を
床
の
間
に
運
び
入
れ
家
運
長
久
を
祈
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
確
か
に
3
0
0
年
も

の
間
、
徳
川
家
の
天
下
は
続
き
ま
し
た
。

花
言
葉
：「
崇
高
な
精
神
」「
長
寿
」「
長
命
」「
不
老
」「
母
性
の
愛
」「
相
続
」「
葬
儀
」

山の幸館

お 

も 

と

　平成22年は庚寅（かのえとら）。60干支の27番目です。還暦を迎えるのは昭
和25年生まれの皆さん。寅年の年男・年女は明治35年、明治47年、大正15
年・昭和元年、昭和13年、昭和25年、昭和37年、昭和49年、昭和61年、平成
10年生まれの皆さんです（※誕生日が元旦から節分までの人は前年の干支とさ
れています）。
　「寅」は、十二支の3番目。陰陽五行で「木」性に当たります。季節は新春を
迎える旧暦の1月、方位は東北東が割り当てられます。動物は虎（とら）になっ
ています。
　「寅」の字は「動く」意味で、春が来て草木が発生する状態を表しているそう
です。

平成2２年の干支・庚寅（かのえ とら）

湯
山
保
育
所
餅
つ
き

「
つ
き
た
て
は
、

う
ま
か
ば
い
！
」

次
号
に
て
紹
介
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
は
、
ご
壮
健
で
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
二
十
一
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
第
四
十
五
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
お
い
て
、
三
分
の
二
議
席
に

迫
る
勢
い
で
圧
勝
し
た
民
主
党
政
権
が
誕
生
し
、
第
九
十
三
代
鳩
山
内
閣
が
発
足
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
戦

後
の
一
党
議
席
で
は
最
大
で
、
国
民
の
願
い
を
一
新
に
背
負
っ
た
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
景
気
好
転
の
兆
し
も
未
だ
見
え
な
い
中
、
国
民
的
な
観
点
か
ら
、
国
の
予
算
、
制
度
、
そ
の
他
国

の
行
政
全
般
の
在
り
方
を
刷
新
す
る
と
と
も
に
、
国
、
地
方
公
共
団
体
及
び
民
間
の
役
割
の
在
り
方
の
見
直

し
を
行
う
た
め
の
、
行
政
刷
新
会
議
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
連
日
、
国
民
が
見
守
る
中
「
事
業
仕
分
け
」
の
作

業
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
本
村
に
お
い
て
も
国
か
ら
の
事
業
見
直
し
が
図
ら
れ
る
事
は
否
定
で

き
ず
、
今
後
、
本
村
に
お
い
て
も
財
政
状
況
に
直
接
結
び
つ
い
て
く
る
課
題
と
な
り
そ
う
で
す
。

　

国
の
施
策
が
進
む
中
、
世
界
で
猛
威
を
奮
う
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
夏
の
訪
れ
と
と
も
に
、
い
っ
た

ん
収
束
す
る
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
勢
い
は
衰
え
を
見
せ
ず
、
未
だ
感
染
拡
大
の
一
途
を
た
ど
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
、
本
村
に
お
い
て
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助
成
制
度
を
設
け
、
村
民
の

皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
医
療
施
策
を
講
じ
ま
し
た
。
今
後
も
、
住
民
福
祉
向
上
の
た
め
、
行
政
を
担

う
者
と
し
て
全
力
で
住
み
よ
い
村
づ
く
り
の
た
め
、
村
政
執
行
に
力
を
注
い
で
行
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
本
村
と
宮
崎
県
椎
葉
村
の
県
境
が
、
明
治
の
廃
藩
置
県
以
降
、
百
四
十
年
ぶ
り
に
境
界

線
の
合
意
が
な
さ
れ
た
事
は
、
両
村
の
歴
史
上
に
残
る
進
展
と
共
に
、
更
な
る
友
好
関
係
が
深
ま
っ
た
こ
と

と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
厳
し
い
財
政
運
営
の
中
、
公
営
住
宅
や
水
上
中
学
校
の
プ
ー
ル
建
設
な
ど
、
住
民
が
必
要
と
す
る

事
業
に
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
事
は
、
今
後
皆
様
の
生
活
に
少
し
で
も
役
立
つ
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
も
笑
顔
が
た
え
な
い
「
住
み
よ
い
村
づ
く
り
」
に
向
け
、
地
場
産
業
の
発
展
と
各
種
施
策
を
講
ず
る

た
め
、
議
会
一
体
と
な
り
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
村
民
の
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
ご
指
導
と
更
な
る
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
年
一
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
良
い
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

水

上

村

長

成
　
尾
　
政
　
紀
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
清
々
し
く
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。 

　

日
頃
か
ら
村
議
会
に
対
す
る
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

　

昨
年
は
世
相
を
表
す
「
漢
字
」
と
し
て
「
新
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
政
界
で
は
政
権
交
代
や
行
政
刷
新
が

取
り
沙
汰
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
界
で
は
イ
チ
ロ
ー
選
手
の
九
年
連
続
二
百
本
安
打
、
そ
し
て
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
話
題
だ
っ
た
こ
と
か
ら
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。
な
か
で
も
八
月
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に

よ
り
、
戦
後
初
の
非
自
民
本
格
政
権
が
出
現
し
た
こ
と
で
、
わ
が
国
の
政
治
行
政
シ
ス
テ
ム
が
大
き
く
変
わ

ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
主
権
を
掲
げ
、
基
礎
自
治
体
強
化
を
掲
げ
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
我
々
は
期
待
し
て
お
り
ま
す
が
、
首

相
直
属
の
「
行
政
刷
新
会
議
」
と
呼
ば
れ
る
機
関
が
、
地
方
切
り
捨
て
と
も
と
れ
る
事
業
仕
分
け
を
行
い
、

そ
れ
が
今
後
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
く
の
か
、
私
た
ち
小
規
模
自
治
体
に
と
っ
て
は
、
予
断
を
許
さ
な

い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
昨
年
十
一
月
に
は
、
我
が
国
の
経
済
が
デ
フ
レ
状
況
に
入
っ
た
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
一
昨
年
か
ら

行
わ
れ
て
き
た
財
政
出
動
に
よ
る
経
済
対
策
も
大
き
な
効
果
が
現
れ
ず
、
加
え
て
円
高
が
進
む
な
ど
、
二
重

三
重
の
厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
経
済
状
況
を
受
け
て
、
雇
用
不
安
や
物
が
売
れ
な
い
な
ど
、
国
民
の
暮
ら
し
に
直
接
影
響
を
与

え
て
お
り
ま
す
。
本
村
の
経
済
に
お
い
て
も
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
は
否
め
ず
、
一
刻
も
早
く
、
雇

用
や
我
々
地
方
の
経
済
活
動
に
対
す
る
し
っ
か
り
と
し
た
対
策
を
望
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

現
状
の
維
持
を
最
優
先
に
し
て
、
執
行
部
と
知
恵
を
出
し
合
い
、
新
た
な
発
展
の
糸
口
を
探
っ
て
い
く
こ

と
を
当
面
の
目
標
と
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

豊
か
で
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
、
農
林
業
や
商
工
業
・
観
光
の
振
興
、
医
療
・
福
祉
の
充
実
と

子
育
て
支
援
な
ど
、
総
合
的
な
社
会
福
祉
政
策
、
環
境
対
策
、
教
育
問
題
な
ど
、
今
後
更
に
創
意
工
夫
を
重
ね
、

村
民
の
皆
様
方
の
ご
期
待
に
応
え
る
よ
う
決
意
を
新
た
に
し
て
お
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
か
本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
村
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
こ
の
一
年
が
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

水
上
村
議
会
議
長

杉
　
野
　
二
　
男
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

お
一
人
お
一
人
、
今
年
は
こ
ん
な
年
に
し
た
い
と
い
っ
た
抱
負
を
お
持
ち
に
な
っ
て
、
新
年
を
お
迎
え
に

な
ら
れ
た
事
と
思
い
ま
す
。
現
代
の
社
会
を
な
が
め
て
み
ま
す
と
、
物
の
豊
か
さ
で
あ
り
、
個
人
の
自
由
で

あ
り
、
便
利
で
快
適
な
生
活
を
望
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
も
っ
と
も
っ
と
と
繰
り
返
し

て
い
る
う
ち
に
、
私
達
人
間
は
身
体
的
に
も
、
精
神
的
に
も
堕
落
の
道
を
た
ど
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

昨
年
の
十
月
三
十
日
に
中
学
校
の
「
人
権
教
育
研
究
発
表
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
人
権
す
な
わ
ち
「
い

の
ち
」
と
し
て
と
ら
え
、
こ
の｢

い
の
ち｣

一
つ
一
つ
が
多
く
の
「
い
の
ち
」
を
支
え
、
ま
た
多
く
の
「
い

の
ち
」
が
一
つ
の
「
い
の
ち
」
を
支
え
て
い
る
。
素
晴
ら
し
い
発
表
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
こ
の

水
上
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
と
人
の
和
の
中
に
あ
れ
ば
こ
そ
の
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
達
人
間
は
何
で
も
な
い
日
常
の
営
み
の
中
で
、
道
ば
た
の
雑
草
の
花
に
、
あ
る
い
は
川
の
せ
せ
ら
ぎ
に
、

行
き
交
う
雲
の
流
れ
に
感
動
で
き
る
感
受
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
感
動
す
る
と
そ
こ
に
希
望
が
生
ま
れ
、
生

き
て
い
く
力
が
湧
い
て
き
ま
す
。
人
間
に
感
動
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
ら
、
な
ん
の
進
歩
も
生
ま
れ
て
こ
な

い
で
し
ょ
う
。
自
然
の
恵
み
で
あ
る
太
陽
の
光
、
水
や
空
気
、
全
て
の
者
に
感
謝
し
ど
ん
な
時
で
も
理
想
と

希
望
を
持
ち
、
何
か
を
学
ぼ
う
、
教
え
て
も
ら
お
う
と
謙
虚
な
気
持
ち
で
一
日
一
日
を
生
き
抜
き
た
い
も
の

で
す
。

　

こ
の
一
年
、
一
日
一
日
を
こ
の
素
晴
ら
し
い
自
然
環
境
と
供
に
、
一
人
一
人
が
縁
で
つ
な
が
り
、
大
き
な

和
と
な
り
、
人
に
優
し
い
環
境
に
優
し
い
、
思
い
や
り
の
花
が
開
く
こ
と
を
祈
念
致
し
ま
す
。
更
に
、
本
村

の
教
育
行
政
に
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

水
上
村
教
育
委
員
長

永
　
石
　
一
　
光
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明治の廃藩置県から１４０年
熊本県水上村・宮崎県椎葉村　県境合意へ !!

　水上村と宮崎県椎葉村がこのほど、明治の廃藩置県以降未定
となっていた境界線を約１４０年ぶりに画定（区切りを決める
こと）することで合意しました。
　境界未定だったのは、椎葉村の矢立キャンプ場より市房山に
向かっての約２㌔に渡る区間。（下図参照。）
　平成１４年から１８年に実施した水上村地籍調査事業により
当該境界を関係者立会のもと調査を実施した結果、未画定地の
境界が判明した。また、国土
地理院が示していた境界線よ
りも椎葉村側に食い込む形で

村有林があることも分かり、これを機に両村による未画定地の確定と境界
変更に向けた協議が開始され、約４年の経過を経た後、ようやく両村によ
る合意となり、平成２１年１１月２７日宮崎県椎葉村において両村の議会
議員が見守る中、両村長による調印がなされました。
　今後の流れとしては、両村議会及び両県議会の承認を経た後、総務大臣
がこれを決定し、告示することで国土地理院による地図が訂正されます。
　これに伴い水上村の面積が約１．１４平方㌔減少し、熊本県全体の面積も
同様に減少します。
　今回の境界画定は両村の歴史上に刻まれると同時に、唯一くすぶってい
た案件が解決したことで、今後さらに両村の友好がこ深まることが期待さ
れます。

　

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
主
催
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
、
秋
の
園
遊
会
へ
の
招
待
状
が
宮
内
庁

よ
り
届
き
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

　

十
一
月
二
十
二
日
、
秋
晴
れ
の
素
晴
ら
し

い
天
気
に
恵
ま
れ
、
会
場
は
い
く
つ
も
の
大

き
な
池
や
大
木
、
花
壇
な
ど
が
有
る
綺
麗
に

手
入
れ
さ
れ
た
広
大
な
公
園
で
、
此
処
が
東

京
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
の
静
か
な
赤
坂
御
苑

で
園
遊
会
は
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
各
地
か
ら
招
待
さ
れ
た
、
各
界
の

方
々
、
自
治
体
関
係
者
と
配
偶
者
約
千
七
百

人
が
出
席
さ
れ
、
そ
の
中
に
は
映
画
「
お
く

り
び
と
」
の
滝
田
洋
二
監
督
、
国
民
栄
誉
賞

の
女
優
森
光
子
さ
ん
の
元
気
な
姿
や
、
宇
宙

に
長
期
滞
在
し
た
飛
行
士
の
若
田
光
一
さ
ん

の
姿
も
見
か
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

古
式
に
の
っ
と
っ
た
邦
楽
が
流
れ
る
中
、

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
、
皇
太
子
殿
下
、
秋
篠

宮
殿
下
な
ど
皇
族
の
方
々
が
、
招
待
者
の
皆

さ
ん
に
丁
寧
に
声
を
掛
け
ら
れ
、
私
に
も
天

皇
皇
后
両
陛
下
か
ら
目
の
前
で「
熊
本
か
ら
、

遠
い
所
ご
苦
労
様
で
す
。」
と
声
を
掛
け
ら

れ
る
な
ど
、
緊
張
す
る
場
面
も
有
り
、
家
内

と
も
ど
も
一
生
の
思
い
出
に
残
る
素
晴
ら
し

い
園
遊
会

へ
と
参
加

す
る
こ
と

が
出
来
ま

し
た
。
こ

れ
も
一
重

に
住
民
の

皆
様
の
ご

支
援
の
賜

物
と
感
謝

し
て
い
ま

す
。

椎葉村

水上村

市房山市房山

矢立キャンプ場矢立キャンプ場

湯山峠湯山峠

境
界
画
定
す
る
区

境界変更する区

（水上村・椎葉村　県境区域図）
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平
成
二
十
一
年
第
七
回
臨

時
会
が
、
十
一
月
二
十
七
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
議
会
に
は
、
条
例

の
一
部
改
正
四
件
と
特
別
委

員
会
の
設
置
一
件
な
ど
が
提

案
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
さ
れ

た
結
果
、
全
議
案
と
も
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
条
　
例

○
水
上
村
議
会
議
員
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

○
水
上
村
長
等
の
給
与
及
び
旅
費

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

○
水
上
村
教
育
長
の
給
与
、
勤
務

時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

○
水
上
村
一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

■
委
員
会
設
置

○
地
域
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

　

特
別
委
員
会

（
委
員
長
：
湯
山
幹
人
議
員
、

副
委
員
長
：
大
石
長
一
郎
議

員
）

■
そ
の
他

○
継
続
審
査
申
出
書
（
議
会
運
営

委
員
会
）

○
継
続
審
査
申
出
書
（
地
域
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
特
別
委
員

会
）

第
七
回
水
上
村
議
会
臨
時
会

　

十
一
月
十
五
日
（
日
）、

秋
空
の
も
と
「
第
七
回
農
林

業
祭
り
」
が
高
城
公
園
（
湯

山
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
は
、
Ｊ
Ａ
水
上

店
が
主
催
と
な
り
、
上
球
磨

森
林
組
合
、
水
上
村
畜
産
協

会
、
Ｊ
Ａ
青
壮

年
部
・
４
Ｈ
ク

ラ
ブ
の
各
団
体

が
協
賛
し
て
毎

年
祭
り
を
盛
り

上
げ
て
い
ま
す
。

　

祭
り
会
場
に

は
、
多
く
の
方
々

が
集
ま
り
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
や
バ

ザ
ー
で
秋
の
味

覚
も
堪
能
さ
れ
、

球
磨
焼
酎
片
手

に
ス
テ
ー
ジ
で

の
ダ
ン
ス
や
歌

謡
シ
ョ
ー
を
楽

し
ん
で
お
ら
れ

ま
し
た
。

　

恒
例
の
大
ノ
コ
ギ
リ
で
の

丸
太
切
り
は
、
今
年
も
悪
戦

苦
闘
。

　

農
林
業
の
収
穫
と
一
年
の

労
を
ね
ぎ
ら
っ
た
お
祭
り

は
、
終
日
、
楽
し
い
催
し
物

で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
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　岩野保育所の発表会が１２月５日（土）に開催されました。
　年長児の「はじめの言葉」で幕が開けると、会場内も満員御礼。今年も沢山のご家族の方々が詰め掛けて
下さいました。
　来年小学校に入る年長児は、立派なミュージック
ベルを披露。ここまで大きくなった感謝の気持ちが
こもっていたようです。
　また、ひよこ組の可愛らしい遊戯。ヨチヨチ歩き
で緊張しながらも頑張って踊ってくれました。
　そして、りす組の「猿とカニ」では、会場内も大
爆笑。うさぎ組の歌声も見事の一言。
　今年も大きな声援を浴びながら、無事発表会を終
了しました。
　まだまだ小さい子ども達ですが、皆さんのお陰で
すくすく成長しています。
　これからも、温かくお見守り下さい。

岩野保育所
発 表 会
岩野保育所
発 表 会

　12 月 6 日（日）第 26 回分館対抗湯山一周駅伝大会が開催
されました。
　大会は、午前 10 時に元湯温泉前をスタートし湯山小学校
をゴールとする、延長 13.3 ㎞ 14 区間のコースで、６分館対
抗により競技が行われました。
　馬場区から市房山キャンプ場までを駆け上がる高低差の激

しい難コースですが、選手は分館の名誉と大会後の反省会のために一生懸命タスキをつなぎ、コース沿道で
はたくさんの方が声援を送っていました。
　結果は、序盤の３区まで馬場がトップ。中盤～序盤に
かけて本野と覚井のトップ争いが続き、ゴール手前の上
り坂で覚井を本野アンカー中嶋選手が追い抜きゴール。
晴天の中でのレースは、覚井の５連覇を阻止した、本野

分館の逆転優勝で幕を閉じました。
成績は次のとおりです。

優勝　　本野分館　　４７分３９秒
準優勝　覚井分館　　４７分４８秒
３位　　北目分館　　５１分５３秒
４位　　馬場分館　　５３分１２秒
５位　　神揚分館　　５３分２７秒
６位　　舟・高分館　５７分５５秒

第26回第
分館対抗湯山一周駅伝大会分館対抗湯山一周駅伝大会

優勝した本野分館

子どもたちがスタート
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　ヤマイモ作りを始めて 2 年目の多良木町の永田睦彦さん（62）を、収穫の始まっ
た川内地区の畑へ訪ねてみました。
　永田さんは水上村の湯山出身で、永年務めた会社の退社を機に奥さんの実家近く
に圃場を借り農業を始められました。
　現在は、ナスを主体に経営されており、ヤマイモは、昨年、川内の老人会「松寿会」

（67 名）が始められた栽培の開始と時期を同じくして取り組まれています。
　近くに仲間がいる安心から、栽培にも熱が入り、是非水上村の特産物にした
いと書物を片手に独学で収穫にたどりつかれました。昨年は、手始めに 50 本
分の種芋の芽出し、定植床の準備と毎日が勉強しながらの作業であったという
ことです。今年は、100 本の栽培に取り組まれ、１２月初旬から床に伏せた塩
ビパイプの中に直径５センチメートル長さ１メートル重さ 500 グラム程のヤ
マイモが収穫されています。
　この日は川内地区の祭りに合わせ、試験販売や農産物品評会へ出品し、祭り
を盛り上げようと 20 本ほどを収穫。
　今後は、ホームページを開設し、こだわりの農産物の販売に力を入れていき
たいと意気込みを語っていただきました。

　高齢化が進むなか耕作されない農地も少なくな
い。今後、このヤマイモの栽培が小面積でも収益
の上がる作物として順調にいき、耕作放棄地解消
や何よりも水上村の特産品となることを望みたい。

☆山芋を水上村の特産にしたい！
　　ー　山芋（自然薯）を作ってみませんか！　ー

水上村農業委員会
　Tel　０９６６−４４−０３１４
　Fax　０９６６−４４−０６６２
keizai@mizukami-mura.com

地
域
活
動
に
役
立
っ
て
い
ま
す
！

宝
く
じ
普
及
広
報
事
業

地
域
活
動
に
役
立
っ
て
い
ま
す
！

宝
く
じ
普
及
広
報
事
業

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
宝

く
じ
の
普
及
広
報
事
業
の
一
環
と
し
て
、
住

民
が
自
主
的
に
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

促
進
を
図
り
、
地
域
の
連
帯
感
に
基
づ
く
自

治
意
識
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
を
目
指
す
た

め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
直
接
必
要
な
設

備
等
整
備
な
ど
に
助
成
を
行
う
な
ど
様
々
な

取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

水
上
村
で
は
こ
の
事
業
を
利
用
し
、
江
代

地
域
を
ど
う
に
か
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
頑

張
っ
て
い
る
「
江
代
地
域
活
性
化
懇
談
会
」

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
対
し
、
テ
ン
ト
、

法
被
、
ジ
ャ
ン
パ
ー
、
屋
外
放
送
設
備
な
ど

ほ
ぼ
全
額
の
約
百
二
十
万
円
の
助
成
を
い
た

だ
き
購
入
し
ま
し
た
。

　

早
速
、
地
域

の
祭
り
や
地

域
奉
仕
活
動

に
と
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
“
宝
く
じ
金

太
郎
さ
ん
”
あ

り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

宝
く
じ
（
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
）
の
助
成

事
業
で
購
入
さ
れ
た
テ
ン
ト
や
の
ぼ
り
旗
、

法
被
、
ジ
ャ
ン
パ
ー
、
放
送
設
備
を
利
用
し

実
施
さ
れ
た
、
江
代
地
域
活
性
化
懇
談
会
主

催
に
よ
る
「
も
み
じ
祭
り
」
の
様
子
で
す
。

百
人
近
い
参
加
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

シリーズシリーズ

窓からみ
る
農
業6262

収穫された山芋と永田さん

この写真が、宝くじ普及広報事業を告知す
るデザインです。購入品全品にこのデザイ
ンマークが入っています。



9

　

平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
五
日
（
日
）、

水
の
上
の
学
校
「
市
房
杉
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ

ア
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
春
の
イ
ベ
ン
ト
に
続
く
第
二
弾

と
し
て
、
秋
の
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
に
企
画
。

　

熊
本
県
下
第
二
位
の
高
峰

「
市
房
山
」
の
魅
力
あ
る
自
然

と
四
合
目
市
房
山
神
宮
の
参

道
沿
い
に
そ
び
え
立
つ
見
事

な
大
杉
の
癒
し
空
間
を
地
元

ツ
ア
ー
ス
タ
ッ
フ
が
幅
広
く

紹
介
し
な
が
ら
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

県
内
各
地
か
ら
三
十
八
名
が

参
加
。
市
房
山
キ
ャ
ン
プ
場

を
出
発
し
、
折
り
返
し
地
点

の
四
合
目
市
房
山
神
宮
に
着

く
と
竹
の
皮
に
包
ま
れ
た
お

に
ぎ
り
を
食
べ
て
、
し
ば
し

休
憩
。
出
発
点
の
キ
ャ
ン
プ

場
ま
で
約
四
時
間
か
け
て

戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
も
「
と
て
も
楽
し

く
、
自
然
を
満
喫
出
来
ま
し

た
」
と
絶
賛
さ
れ
、
ツ
ア
ー

ガ
イ
ド
も
一
安
心
と
言
っ
た

と
こ
ろ
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
市
房
山
の
大
自
然
を
守
り

な
が
ら
、
皆
様
方
に
親
し
ま
れ
る
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
ツ
ア
ー
を
開
催
し
て
行
き
ま
す
の
で
、

皆
様
方
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

　第１回公認熊本水上ロードレース大会が１１月２９日、
水上村の市房ダムレクリエーション広場において、人吉球
磨地域での陸上普及と水上村の活性化などを目的に同村と
熊本陸協が開催しました。開会式では、地元出身で招待選
手の早田哲也選手（ＪＲ九州）が選手宣誓を行い、各種目
がスタート。
　ハーフマラソンの部では招待選手の今井正人選手（トヨタ

自動車九州）が３ｋｍ過ぎから独走態勢に入り、
１時間５分５秒で優勝。高校男子１０ｋｍの部
は、松本隆之介選手（出水中央高校）が３２分
４６秒、一般女子１０ｋｍの部は、吉良晴菜（Ｔ
ＯＴＯ）が３５分５５秒で優勝しました。
　村民のみなさま、大会当日はたくさんの声援
ありがとうございました。

癒
し
の
森
を
満
喫
、

第
二
回「
市
房
杉
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
」無
事
終
了
！

ハーフマラソン優勝の今井正人選手（１番左）

ガイドの説明を受ける参加者

選手宣誓を行う早田哲也選手
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住民福祉課からのお知らせ
◇児童扶養手当について◇　（現在受給されている方もお読みください。）

　この手当は父母の離婚などにより、父親と生計をともにしていない「児童」が育成される家庭に手当を支給
し、生活の安定と児童福祉の増進を図るものです。

　（離婚の他、特別な理由により、父親が一定期間以上児童を養育できない場合なども含まれます。）
《支給要件》
　（１）手当を受けることができる人
　　１児童を監護している母
　　２児童を母にかわって養育している人
　　　※児童とは、18歳に達する日以降の最初の３月31日までの者、又は20歳未満の者で心身に障害のある者
　（２）手当を受けられない場合（次のひとつでも該当する人）
　　・日本国内に住所を有しない場合。
　　・公的年金を受けることができる場合。
　　・遺族補償を受け取ることができる場合。
　　・婚姻の届出をしていないが、事実上の婚姻関係と同様の状態にある場合。
　　・父に支給される公的年金の額の加算対象となっている場合。
　　・児童福祉法に規定する里親に委託されているとき、及び児童福祉施設等に入所措置されている場合。
《所得制限》

　支給要件に該当しても、一定（扶養親族等の数によりかわります）以上の所得があると一部、または全
額の支給が停止されます。

◎支給決定後、受給事由が消滅した場合には、すみやかに資格喪失届けを提出してください。届出をしない
まま受給した場合には、手当を返還しなければならないこともあります。

　なお、その他詳細については、水上村役場　住民福祉課（電話４４−０３１３）にお尋ねください。

◇特定疾患治療研修事業への対象疾患追加のお知らせ◇
　下記のとおり、対象疾患が追加になりました。
　県の認定を受けた方は、当該疾患に係る医療費の全部、又は一部の助成を受けることができます。

１新たに追加される11疾患
　・家族性高コレステロール血症（ホモ接合体）　　・脊髄性筋萎縮症
　・球脊髄性筋萎縮症　　　　　　　　　　　　　　・慢性炎症性脱随性多発神経炎
　・肥大型心筋症　　　　　　　　　　　　　　　　・拘束型心筋症
　・ミトコンドリア病　　　　　　　　　　　　　　・リンパ脈管筋腫症（LAM)
　・重症多形滲出性紅斑（急性期）　　　　　　　　・黄色靭帯骨化症
　・間脳下垂体機能障害（プロラクチン分泌異常症、ゴナドトロピン分泌異常症、ADH分泌異常症、下垂体

性TSH分泌異常症、クッシング病、先端巨大症、下垂体機能
低下症）

２医療費助成の開始日
　申請書の受理日からとなります。
　但し、10月１日までに確定診断を受けている方が、12月31日
までに申請された場合、10月１日に溯って適用になります。

お問い合わせ先
　人吉保健所　TEL 22-3107
　熊本県健康福祉部健康づくり推進課
　　TEL 096-333-2208
　水上村役場住民福祉課　TEL 44-0313

2010年世界農林業センサスが実施されます
　平成 22 年２月１日現在で、全国一斉に“農林業の国勢調査”といわれる「2010 年
世界農林業センサス」を実施します。
　この調査は、今後の農林業の政策に役立てるために５年ごとに
実施する極めて大切な調査です。

　１月下旬から農林業を営む皆様のところに調査員が訪問して、調査票に農林業の経
営状況などの記入をお願いしますので、ご協力をお願いします。

　お問い合わせ先　熊本県統計調査課　℡ 096-333-2179
　　　　　　　　　水上村役場　企画観光課　℡ 44-0312
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税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

○
確
定
申
告
は
正
し
く
お
早

め
に

　

確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て

き
ま
し
た
。
平
成
二
十
一
年
分
の

所
得
税
の
確
定
申
告
期
間
は
、
平

成
二
十
二
年
二
月
十
六
日
（
火
）

か
ら
平
成
二
十
二
年
三
月
十
五
日

（
月
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

所
得
税
は
、
納
税
者
自
身
が
所

得
金
額
や
税
額
を
正
し
く
計
算
し

て
納
税
す
る
申
告
納
税
制
度
を

採
っ
て
い
ま
す
の
で
、
所
得
金
額

や
税
額
を
正
し
く
計
算
し
、
申
告

と
納
税
は
、
期
限
内
に
お
済
ま
せ

く
だ
さ
い
。
確
定
申
告
書
の
提
出

は
、
郵
送
等
で
も
結
構
で
す
。

　

申
告
期
限
が
間
近
に
な
り
ま
す

と
、
申
告
会
場
は
大
変
混
雑
し
、

長
時
間
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
申
告
を
お
済
ま

せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
、「
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
で
簡
単
に
申
告
書
等
の
作

成
が
で
き
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

（http://w
w

w
.nta.go.jp

）

　

詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の
税

務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

人
吉
税
務
署

　
（
電
話
二
三
ー
二
三
一
一
）

　

※
自
動
音
声
案
内

○
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
を
提
供
し
て
い
ま
す

　

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
る
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
画
面
案
内
に

従
っ
て
金
額
等
を
入
力
す
る
こ
と

に
よ
り
、
確
定
申
告
書
等
を
作
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（http://w
w

w
.nta.go.jp

）

　

作
成
し
た
確
定
申
告
書
等
は
印

刷
し
て
税
務
署
へ
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
電
子
申
告
用
デ
ー
タ
を

作
成
す
れ
ば
、電
子
申
告
（e-T

ax

）

に
よ
り
申
告
等
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
（
贈
与
税
を
除
く
。）。

　

な
お
、e-T

ax

を
利
用
し
て
所

得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る
と
、

①
本
人
の
電
子
署
名
及
び
電
子
証

明
書
を
付
け
て
申
告
期
限
ま
で

に
申
告
さ
れ
た
方
は
、
所
得
税

の
額
か
ら
五
千
円
（
そ
の
年
分

の
所
得
税
を
限
度
と
し
ま
す
。）

を
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
（
こ
の
控
除
の
適
用
は
、
平

成
十
九
年
分
か
ら
平
成
二
十
二

年
分
の
間
で
い
ず
れ
か
一
回
で

す
。）。

②
医
療
費
の
領
収
書
や
源
泉
徴
収

票
等
の
提
出
又
は
提
示
に
代
え

て
、
そ
の
記
載
内
容
を
入
力

し
て
送
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
（
申
告
期
限
か
ら
三
年
間

は
、
税
務
署
長
の
要
求
に
対
し

提
出
又
は
提
示
義
務
が
あ
り
ま

す
。）。

③
電
子
申
告
を
利
用
し
て
申
告
さ

れ
た
還
付
申
告
は
早
期
処
理
し

て
い
ま
す
（
お
お
む
ね
三
週
間

程
度
）。

④e-T
ax

で
納
税
証
明
書
の
交
付

請
求
を
行
う
と
手
数
料
が
安
価

で
す
（
証
明
書
は
電
子
フ
ァ
イ

ル
の
発
行
の
ほ
か
、
書
面
で
の

発
行
も
請
求
で
き
ま
す
。）。

　

詳
細
はe-T

ax

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（http://w
w

w
.e-tax.nta.go.jp

）

○
土
地
や
建
物
な
ど
を
売
っ

た
と
き

　

土
地
や
建
物
な
ど
を
売
っ
た
と

き
の
利
益
を
譲
渡
所
得
と
い
い
、

こ
の
譲
渡
所
得
に
も
税
金
が
か
か

り
ま
す
。

　

譲
渡
所
得
に
対
す
る
税
金
は
、

他
の
所
得
と
分
離
し
て
計
算
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

譲
渡
所
得
は
、
土
地
や
建
物
な

ど
を
売
っ
た
金
額
か
ら
取
得
費
、

譲
渡
費
用
を
差
し
引
い
て
計
算
し

ま
す
。

　

な
お
、
土
地
や
建
物
を
売
っ
た

方
も
事
業
所
得
の
申
告
と
同
様
に

申
告
納
税
制
度
を
採
っ
て
い
ま
す

の
で
、
申
告
書
は
自
分
で
書
い
て

郵
送
等
に
よ
り
で
き
る
だ
け
お
早

め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　

申
告
書
の
作
成
に
は
、
自
宅
や

事
務
所
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
、「
国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム
（e-T

ax

）」
や
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご
利

用
い
た
だ
く
と
簡
単
に
申
告
書
等

の
作
成
が
で
き
ま
す
の
で
、
是
非

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（http://w
w

w
.nta.go.jp

）

　

土
地
や
建
物
な
ど
を
売
っ
た
と

き
の
税
金
や
申
告
書
の
作
成
・
提

出
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
最
寄
り
の
税

務
署
に
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

　

人
吉
税
務
署

　
（
電
話
二
三
ー
二
三
一
一
）

　

※
自
動
音
声
案
内
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人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合

の
平
成
二
十
一
・
二
十
二

年
度
指
名
願
の
追
加
受
付

に
つ
い
て

　

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
で
は
、

①
建
設
工
事
、
②
測
量
・
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
及
び
③
物
品
調
達
に
つ

い
て
、
平
成
二
十
一
・
二
十
二
年
度

の
指
名
願
の
追
加
受
付
を
左
記
の
期

間
に
行
い
ま
す
。

○
受
付
期
間　

平
成
二
十
二
年
二
月

一
日
〜
二
月
二
十
八
日

※
土
・
日
・
祝
祭
日
は
除
く

午
前
九
時
〜
午
後
五
時
（
午
後

十
二
時
〜
午
後
一
時
は
除
く
）

※
郵
送
の
場
合
、
平
成
二
十
二
年
二

月
二
十
八
日
（
日
）
ま
で
の
消
印

有
効

　

詳
細
・
様
式
等
に
つ
い
て
は
、
人

吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

ま
た
、
問
い
合
わ
せ
は
、
人
吉
球

磨
広
域
行
政
組
合　

総
務
課　

管
理

係
ま
で
。

　

Q
〇
九
六
六
ー
二
三
ー
三
〇
八
〇

　

S
〇
九
六
六
ー
二
二
ー
七
二
五
五

E
-m

a
il

：in
fo

@
u

n
io

n
.

hitoyoshikum
a.lg.jp

H
P

：http://hitoyoshikum
a.

com

平
成
二
十
一
年
度
第
三
回

危
険
物
取
扱
者
試
験
案
内

◆
試
験
の
種
類

甲
種
危
険
物
取
扱
者
試
験

乙
種
危
険
物
取
扱
者
試
験
（
第
１

類
か
ら
第
６
類
）

丙
種
危
険
物
取
扱
者
試
験

◆
試
験
の
日
時
及
び
試
験
場
所

・
日
時
：
平
成
二
十
二
年
二
月

十
四
日
（
日
）

甲
種
・
乙
種
第
４
類
：
午
前
九

時
四
十
分
着
席
、
午
前
十
時
開

始乙
種
第
１
・
２
・
３
・
５
・
６

類
・
丙
種
：
午
後
十
二
時
四
十

分
着
席
、
午
後
一
時
開
始

・
場
所
：
熊
本
市

◆
願
書
受
付
期
間
等

・
受
付
期
間　

平
成
二
十
二
年
一

月
五
日
（
火
）
〜
一
月
十
五
日

（
金
）
（
午
前
九
時
〜
午
後
四

時
三
十
分
）

郵
送
の
場
合
は
一
月
十
五
日
の

消
印
の
あ
る
も
の
ま
で
有
効
。

・
受
付
場
所　

（
財
）
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部

熊
本
市
九
品
寺
一
丁
目
十
一
ー

四　

県
教
育
会
館
四
階

　
　

Q
〇
九
六
ー
三
六
四
ー
五
〇
〇
五

　
　

S
〇
九
六
ー
三
七
二
ー
二
九
七
三

◆
願
書
配
布
場
所　
　

・
県
庁
危
機
管
理
・
防
災
消
防
総

室
・
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本

県
支
部

・
最
寄
の
消
防
局
・
各
消
防
本
部

（
消
防
署
）　

住
宅
手
当
の
緊
急
特
別
措

置
事
業
の
創
設
に
つ
い
て

　

離
職
者
で
あ
っ
て
就
労
能
力
お
よ

び
就
労
意
欲
の
あ
る
方
で
、
家
賃
の

支
払
い
が
困
難
な
た
め
、
住
宅
を
喪

失
し
て
い
る
、
ま
た
は
住
宅
の
喪
失

の
お
そ
れ
の
あ
る
方
に
対
し
て
、
家

賃
の
一
部
ま
た
は
全
額
を
支
給
す
る

事
業
が
新
た
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

◎
対
象
者　

２
年
以
内
に
離
職
し
た

方
で
各
種
要
件
に
該
当
す
る
方

◎
事
業
開
始　

平
成
二
十
一
年
十
月

か
ら

◎
支
給
期
間　

六
ヶ
月
を
限
度
と

し
、
支
給
期
間
中
は
、
常
用
就
職

に
向
け
た
就
職
活
動
を
必
要
と
し

ま
す
。

支
給
額
や
詳
し
い
手
続
き
な
ど
に
つ

い
て
は
、
左
記
の
問
い
合
わ
せ
先
ま

で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

球
磨
地
域
振
興
局
福
祉
課

　

Q
〇
九
六
六
ー
二
二
ー
一
〇
四
〇

「日
にっぽん

本年金機構」が来年1月1日からスタート！
～社会保険庁が廃止され、新たに「日本年金機構」がスタートします。～

　国民の皆様の信頼に応え、一層のサービス向上の実現を目指し、社会保険庁は組織・人員を一新し、
「日本年金機構」として生まれ変わります。
○　現在あるお近くの社会保険事務所は、新たに「年金事務所」と名称が変わりますが、年金相談など
の窓口として引き続きご利用いただけます。また、「年金事務所」は、現在ある社会保険事務所の建
物をそのまま使用しますので、所在地に変更はありません。

○　日本年金機構の設立に伴い、これまで社会保険庁や社会保険事務所の名義でご案内していた各
種の関係書類は、内容により、今後は厚生労働省または日本年金機構の名義でご案内させていただ
くことになりますが、国民の皆様方に何らかの手
続をしていただくことは一切ございませんので、
ご安心ください。

○　日本年金機構は、社会保険庁から公的年金の運
営業務を引き継いで行うこととなりますが、公的
年金制度は、国の制度として、その財政や運営に国
が引き続き責任を持つことについては、これまで
と変わりません。

社会保険庁 廃止

日本年金機構

厚生労働省

公的年金の運営業務

公的年金の
財政責任・運営責任

平成 22 年１月１日
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平
成
二
十
二
年
度
ろ
う
き

ん
奨
学
生
募
集
の
ご
案
内

募
集
期
間　

平
成
二
十
一
年
十
二
月

一
日
（
火
）
〜
平
成
二
十
二
年
一

月
二
十
九
日
（
金
）

募
集
定
員　

若
干
名
（
平
成
二
十
一

年
度
奨
学
生
採
用　

十
三
名
）

応
募
資
格　

①
在
学
中
ま
た
は
来
年
度
進
学
予

定
の
お
子
さ
ま
を
扶
養
し
て
い

る
会
員
構
成
員

②
年
収
八
百
万
円
（
夫
婦
共
働
き

の
場
合
は
収
入
合
算
）
未
満
の

方

選
考　

平
成
二
十
二
年
二
月
上
旬

に
、
奨
学
会
幹
事
会
（
選
考
委
員

会
）
に
て
選
考
を
行
い
ま
す
。

　

※
選
考
結
果
は
、
奨
学
会
事
務
局

よ
り
応
募
者
の
方
へ
通
知
い
た
し

ま
す
。

貸
与
時
期　

原
則
、
平
成
二
十
二
年

四
月
以
降
と
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
入
学
金
の
納
入
等
、
三

月
中
に
ご
希
望
の
場
合
は
、
三
月

中
の
貸
与
も
可
と
し
ま
す
。
そ
の

場
合
は
、
合
格
通
知
書
を
提
出
い

た
だ
き
、
入
学
後
に
在
学
証
明
書

の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

申
込
方
法　

最
寄
り
の
、
熊
本
県
内

ろ
う
き
ん
各
支
店
へ
お
申
し
込
み

下
さ
い
。

応
募
書
類　

①
「
ろ
う
き
ん
奨
学
金
」
願
書

（
兼
推
薦
書
）
＝
各
支
店
に
備

え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

②
申
込
者
（
保
護
者
）
の
収
入
証

明
書
（
源
泉
徴
収
票
等
の
年
収

が
確
認
で
き
る
も
の
）

※
申
込
者
の
配
偶
者
に
収
入
が
あ

る
場
合
は
、
配
偶
者
の
収
入
証

明
書
も
必
要
で
す
。

※
応
募
時
点
で
、
平
成
二
十
一
年

分
の
源
泉
徴
収
票
が
準
備
で
き

な
い
場
合
は
、
前
年
の
所
得
証

明
等
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

熊
本
県
地
域
別
最
低
賃
金

及
び
熊
本
県
産
業
別
最
低

賃
金
の
改
正
に
つ
い
て

　

最
低
賃
金
に
は
、
県
内
の
全
て
の

労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
熊
本
県
地
域

別
最
低
賃
金
と
、
県
内
の
特
定
の
産

業
に
従
事
す
る
基
幹
的
労
働
者
に
適

用
さ
れ
る
熊
本
県
産
業
別
最
低
賃
金

の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
最
低
賃
金
は
、
臨
時
・

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
、
ア
ル
バ
イ

ト
等
を
含
む
全
て
の
労
働
者
に
適
用

さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
派
遣
労
働
者
に
つ
い
て

は
、
派
遣
先
の
事
業
場
に
適
用
さ
れ

て
い
る
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま

す
。

　

熊
本
県
地
域
別
最
低
賃
金
は
平
成

二
十
一
年
十
月
十
八
日
か
ら
改
正
さ

れ
、
時
間
額
が
六
百
三
十
円
で
す
。

　

ま
た
、
熊
本
県
産
業
別
最
低
賃
金

は
平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
五
日
か

ら
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

①
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子

回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通

信
機
械
器
具
製
造
業
最
低
賃
金
は
、

時
間
額
が
六
百
九
十
六
円
、
②
自
動

車
・
同
附
属
品
製
造
業
、
船
舶
製

造
・
修
理
業
、
舶
用
機
関
製
造
業
最

低
賃
金
は
、
時
間
額
が
七
百
四
十
六

円
、
③
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー
最

低
賃
金
は
、
時
間
額
が
六
百
九
十
五

円
で
す
。

　

な
お
、
紡
績
業
、
ね
ん
糸
製
造

業
、
織
物
業
、
靴
下
製
造
業
最
低

賃
金
は
、
引
き
続
き
、
日
額
が

五
千
百
七
十
六
円
、
時
間
額
が

六
百
四
十
七
円
で
す
。

　

産
業
別
最
低
賃
金
が
定
め
ら
れ
て

い
る
産
業
で
も
、
十
八
歳
未
満
又
は

六
十
五
歳
以
上
の
方
、
清
掃
又
は
片

付
け
の
業
務
に
主
と
し
て
従
事
す
る

方
は
産
業
別
最
低
賃
金
の
適
用
を
除

き
ま
す
。

　

最
低
賃
金
の
対
象
と
な
る
賃
金
に

は
、
時
間
外
・
休
日
・
深
夜
手
当
、

精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、
家
族
手

当
、
及
び
賞
与
等
は
含
ま
れ
ま
せ

ん
。

　

そ
の
ほ
か
、
詳
し
い
こ
と
は
熊
本

労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室
（
電
話

〇
九
六
ー
三
五
五
ー
三
二
〇
二
）
又

は
お
近
く
の
労
働
基
準
監
督
署
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

（
本
年
度
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
）

「
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
　
最
低
賃
金
　
使

用
者
も
、
労
働
者
も
。
」

地上デジタル放送チューナー購入補助について
　平成２２年１月に湯山中継局から地上デジタル放送が始まります。
　現在のテレビのアナログ放送は平成２３年６月に終了し、従来のテレビのままでは、地上デジタル放送を
受信することができず、平成２３年７月以降はテレビが映らなくなるため、デジタルチューナーかチューナ
ー内臓のテレビが必要になります。
　水上村ではチューナーを購入し自宅に設置した世帯に対して、下記により5,000円を限度として補助しま
す。ただし、チューナー内臓のテレビは該当しません。

１　補助金の額　チューナーの購入費以内で５,０００円を限度とします。
　　　　　　　　１世帯に１回の補助です。
２　申請の方法　補助金は口座振込しますので口座名を控えて、領収証と印鑑を持参の上、役場総務課に申
　　　　　　　　請してください。
　　　　　　　　領収証は申請者の氏名が記されたものが必要です。
３　補助の期間　平成２１年４月から平成２５年３月までです。

詐欺事件が発生しています
　地上デジタル放送に関連した悪質商法が発生しています。総務省やＮＨＫ等関係機関が、戸別訪問し個
人や組合員に対してお金を請求することは一切ありません。不当な金銭の被
害にあわないように注意をお願いします。 お問い合せ先

　水上村役場総務課　44-0311
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月 日 曜日 終　日 半日 小児科

１ 1 金

犬童内科胃腸科医院
（TEL　45-1125）
緒方医院（TEL　35-0131）
深水内科医院
（TEL　38-3221）
横山医院（TEL　42-2132）

堤病院付属九日町診療所小児科
人吉市九日町　（TEL　22-2251）

１ 2 土

宮原医院（TEL　45-2082）
高田内科医院
（TEL　38-3677）
深水内科医院
（TEL　38-3221）

横山医院（TEL　42-2132）
※午前中のみ

公立多良木病院小児科
多良木町　（TEL　42-2560）

１ 3 日

渡辺医院（TEL　42-2082）
田中医院（TEL　38-0061）
深水内科医院
（TEL　38-3221）

増田クリニック
人吉市五日町　（TEL　22-3570）

月 日 曜日 上球磨 下球磨 その他地域 小児科

１ 10 日 横山医院
（TEL　42-2132）

深水内科医院
（TEL　38-3221）

たかはし小児科内科医院
人吉市相良町　（TEL　24-2222）

１ 11 月・
祭日

仁田畑クリニック
（TEL　42-1123）

酒瀬川内科
（TEL　38-0050）

緒方医院
（TEL　35-0131）

増田クリニック
人吉市五日町　（TEL　22-3570）

１ 17 日 井口医院
（TEL　42-5570）

ほづみ皮膚科医院
（TEL　26-5300）

やまむら医院
あさぎり町　（TEL　45-0005）

１ 24 日 東病院
（TEL　45-5711）

小川整形外科医院
（TEL　38-3455）

堤病院付属九日町診療所小児科
人吉市九日町　（TEL　22-2251）

１ 31 日 犬童耳鼻咽頭科
（TEL　43-0777）

小林クリニック　
（TEL　38-5670）

人吉総合病院小児科
人吉市老神町　（TEL　22-2191）

※予定ですので変更になることがあります。

球磨郡医師会休日在宅医当番（１月）

平成 21 年度「税に関する作品」表彰
　人吉球磨地区租税教育推進協議会では、将来を担う児童生徒が「税」
についての関心を深め、税の意義や役割を正しく理解してもらえる
ように租税教育を推進しており、その一環として、本年度も「税」
に関する作品（作文・標語及びポスター、習字）の募集が実施され
ました。
　その中から習字の部において、福田陽

ひ よ り

和ちゃん（岩野小１年）が「水
上村長賞」として選ばれ、岩野小学校校長室で行われた表彰式にお
いて井上幸典教育長より表彰状と図書カードが送られました。
　なお、作品については、先月の広報誌に掲載しております。
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資源ごみ／燃えないごみ

燃えるごみ：4日・11日・18日・25日

１月のごみ収集・・・美しい水上　３R（リデュース・リユース・リサイクル）・温暖化防止活動に参加しましょう。

１

 日 月 火 水 木 金 土
      1 2
 3 4 5 6 7 8 9
 10 11 12 13 14 15 16
 17 18 19 20 21 22 23
  25 26 27 28 29 3024 31

24 31

23 30

  7日：燃えないごみ
鉄くず、ガラス、陶器

14日：アルミ缶・スチール缶
透明びん・茶色びん

21日：燃えないごみ
鉄くず、ガラス、陶器

28日：アルミ缶・スチール缶
透明びん・茶色びん

クリーンプラザ情報
・年末は、30日まで開場しています。
・年始は、４日からの開場です。 TEL　22-1414・年始のごみ収集は、４日の燃えるごみの収集から行います。

今月のごみ事情今月のごみ事情今月のごみ事情・・

　迎　春
リサイクルセンター をきれいに使いましょう。

・アルミ缶、スチル缶、茶色ビン、透明ビン、その他ビン、ペットボトル、白色トレイ、紙製容器
　禁忌物・・・カセットガス缶は穴を開け燃えないゴミに出す。
・新聞紙、雑誌、ダンボール
・衣類（洗濯された繊維製品のみです。）禁忌物： わた、わた入り製品は燃えるゴミにだす。
・蛍光灯管、電池類

燃えるゴミ、燃えないゴミ類は、近くの収集場に決められた日に出しましょう。

新年おめでとうございます。今年はもう一度初心に帰って“ごみの
分別をしっかりしましょう”

　分別の効いたゴミは、資源にも、堆肥リサイクル化にも、燃えるゴミにも、家庭からクリーンプラ
ザに行く間にも選択の時間が残されています。混合ゴミ（分別ができていないゴミ）が、クリーンプ
ラザに持ち込まれたとしますと、それは、それは２重３重に人手をくい、更に高価な処理機械を破壊
してしまう結果になります。

　今年も地球温暖化防止活動が大きく展開されます“もったいない心がつくる　３Ｒ推進”“省エネ
を合い言葉に”美し水上づくり“温暖化防止活動”に皆様のご協力をお願いします。

　迎　春
リサイクルセンター をきれいに使いましょう。

・アルミ缶、スチル缶、茶色ビン、透明ビン、その他ビン、ペットボトル、白色トレイ、紙製容器
　禁忌物・・・カセットガス缶は穴を開け燃えないゴミに出す。
・新聞紙、雑誌、ダンボール
・衣類（洗濯された繊維製品のみです。）禁忌物： わた、わた入り製品は燃えるゴミにだす。
・蛍光灯管、電池類

燃えるゴミ、燃えないゴミ類は、近くの収集場に決められた日に出しましょう。

●今月の人口●
　男　………1,203 人
　女　………1,347 人
　計　………2,550 人
戸　数………  930 戸

村花………シャクナゲ
村木………………スギ
村鳥…………セキレイ 村花「シャクナゲ」

平成 21 年 11 月末現在

１月 ５日㈫　水上村成人式（岩野公民館）

１月 ７日㈭　水上村消防団出初め式（古屋敷運動広場）

１月17日㈰　桜の里一周駅伝大会（もみじ公園出発）

※予定ですので、変更になることがあります。

１月の行事予定
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万
年
青 

（
百
合〈
ゆ
り
〉科
）

　

原
産
地
は
日
本
と
も
中
国
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
た
く
さ
ん
栽
培
さ
れ
、
現

在
は
約
１
０
０
０
品
種
。
四
季
を
通
じ
て
葉
が
緑
で
あ
る
の
で
「
万
年
青
」
と
書
い
て
オ
モ
ト

と
名
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

万
年
青
は
、
縁
起
物
と
し
て
の
扱
わ
れ
る
場
合
が
多
い
の
が
特
長
で
す
。
年
中
、
青
い
の
で

こ
れ
が
あ
る
と
「
万
年
も
家
が
栄
え
る
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
引
越
し
の
と
き
、
最
初
の
荷

物
と
し
て
万
年
青
を
運
び
込
む
習
慣
は
、
徳
川
家
康
が
江
戸
城
に
到
着
後
、
真
っ
先
に
万
年
青

3
株
を
床
の
間
に
運
び
入
れ
家
運
長
久
を
祈
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
確
か
に
3
0
0
年
も

の
間
、
徳
川
家
の
天
下
は
続
き
ま
し
た
。

花
言
葉
：「
崇
高
な
精
神
」「
長
寿
」「
長
命
」「
不
老
」「
母
性
の
愛
」「
相
続
」「
葬
儀
」

山の幸館

お 

も 

と

●●●●●●

　平成22年は庚寅（かのえとら）。60干支の27番目です。還暦を迎えるのは昭
和25年生まれの皆さん。寅年の年男・年女は明治35年、明治47年、大正15
年・昭和元年、昭和13年、昭和25年、昭和37年、昭和49年、昭和61年、平成
10年生まれの皆さんです（※誕生日が元旦から節分までの人は前年の干支とさ
れています）。
　「寅」は、十二支の3番目。陰陽五行で「木」性に当たります。季節は新春を
迎える旧暦の1月、方位は東北東が割り当てられます。動物は虎（とら）になっ
ています。
　「寅」の字は「動く」意味で、春が来て草木が発生する状態を表しているそう
です。

平成2２年の干支・庚寅（かのえ とら）


